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【手続補正書】
【提出日】平成30年8月17日(2018.8.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸入器であって、
　薬剤を含むホッパー；
　投与チャンバ；
　マウスピース；
　カバー；
　センサ、無線トランスミッタ、および、プロセッサを有する監視モジュール；および、
　ベローズ、を備え、
　前記ベローズは、前記カバーの移動に伴って収縮して前記マウスピースを露出させるよ
うに構成され、
　前記ベローズの収縮は：
　１用量の前記薬剤が前記ホッパーから前記投与チャンバへ計量されること：および、
　前記監視モジュールが第１電力状態から第２電力状態へ変化すること、をもたらす、
　吸入器。
【請求項２】
　前記センサは、圧力センサを備える、
　請求項１に記載の吸入器。
【請求項３】
　前記圧力センサは、マイクロエレクトロメカニカルシステム圧力センサ、または、ナノ
エレクトロメカニカルシステム圧力センサを備える、
　請求項２に記載の吸入器。
【請求項４】
　前記第１電力状態は、第１電力消費と関係し、前記第２電力状態は、第２電力消費と関
係し、
　前記第１電力消費は、前記第２電力消費と異なる、
　請求項１に記載の吸入器。
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【請求項５】
　前記第１電力状態は、オフ状態またはスリープ状態であり、前記第２電力状態は、オン
状態である、
　請求項１に記載の吸入器。
【請求項６】
　前記カバーに接続されたヨーク、をさらに備え、
　前記ヨークは、前記カバーが移動されて前記マウスピースを露出させるとき前記センサ
を起動させるように構成され、
　前記センサの起動は、前記監視モジュールを前記第１電力状態から前記第２電力状態へ
変化させる、
　請求項１に記載の吸入器。
【請求項７】
　スプリングをさらに備え、
　前記ベローズおよび前記スプリングは、前記カバーが移動されて前記マウスピースを露
出させるとき前記センサから離れる方向に移動するように構成され、
　前記ベローズおよび前記スプリングの移動は、前記センサを起動させて、前記監視モジ
ュールを前記第１電力状態から前記第２電力状態へ変化させる、
　請求項１に記載の吸入器。
【請求項８】
　前記プロセッサは、前記カバーが移動されて前記マウスピースを露出させるとき、前記
吸入器が準備されていることの指示をユーザに提供するように構成されている、
　請求項１に記載の吸入器。
【請求項９】
　前記無線トランスミッタは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ Ｌｏｗ Ｅｎｅｒｇｙ（ＢＬＥ）集積
回路、または、ＢＬＥシステムオンチップ（ＳｏＣ）の少なくとも１つを備える、
　請求項１に記載の吸入器。
【請求項１０】
　発光ダイオード（ＬＥＤ）をさらに備え、
　前記プロセッサは、前記監視モジュールが前記第１電力状態から前記第２電力状態に変
化するのに伴い前記ＬＥＤを起動させるように構成されている、
　請求項１に記載の吸入器。
【請求項１１】
　前記センサは、前記マウスピースに対して遠位に位置されている、
　請求項１に記載の吸入器。
【請求項１２】
　前記センサは、前記マウスピースの流路を通じた吸入中に前記監視モジュール内の圧力
を測定するように構成されており、
　前記プロセッサは、測定された前記圧力に基づいて、前記流路を通じた吸入に関する流
量を測定するように構成されている、
　請求項１に記載の吸入器。
【請求項１３】
　前記マウスピースは、流路の少なくとも一部を規定する、
　請求項１に記載の吸入器。
【請求項１４】
　前記カバーの移動は、さらに、前記１用量の薬剤が前記流路で利用可能になることをも
たらす、
　請求項１３に記載の吸入器。
【請求項１５】
　前記第２電力消費は、前記第１電力消費より大きい、
　請求項４に記載の吸入器。
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【請求項１６】
　前記センサは、スイッチを備える、
　請求項１に記載の吸入器。
【請求項１７】
　前記センサは、前記マウスピースの流路を通じた吸入中に複数の圧力測定値を発生させ
るように構成されている、
　請求項１に記載の吸入器。
【請求項１８】
　前記プロセッサは、前記複数の圧力測定値の１または２以上から、前記吸入に関するピ
ーク流量を測定するように構成されている、
　請求項１７に記載の吸入器。
【請求項１９】
　前記プロセッサは、前記複数の圧力測定値に基づいて、前記吸入に関する継続時間を測
定するように構成されている、
 請求項１７に記載の吸入器。
【請求項２０】
　前記プロセッサは、前記複数の圧力測定値に関する複数の流量を積分することによって
、前記吸入に関する体積を測定するように構成されている、
　請求項１７に記載の吸入器。
【請求項２１】
　前記監視モジュールは、投与情報を生成するように構成され、
　前記投与情報は、
　前記センサの起動に関する時間；
　前記１用量の薬剤の上首尾の投与に関する時間；
　圧力測定値；
　吸入流量；
　ピーク吸入流量；
　吸入持続時間；または、
　吸入体積;
 のうち少なくとも１つを備える、
　請求項１に記載の吸入器。
【請求項２２】
　前記無線トランスミッタは、前記投与情報をユーザ装置に送信するものであり、
　前記ユーザ装置は、スマートフォン、タブレット、ラップトップ、または、デスクトッ
プコンピュータを備える、
　請求項２１に記載の吸入器。
【請求項２３】
　吸入器のための作動方法であって、
　前記吸入器は、ベローズ、マウスピースカバー、ホッパー、および、監視モジュールを
備え、前記監視モジュールは、センサ、無線トランスミッタ、および、プロセッサを備え
、
　前記方法は、
　前記マウスピースカバーの移動に基づいて、ベローズを収縮し；
　前記ベローズの収縮に基づいて、前記監視モジュールを第１電力状態から第２電力状態
に変化させ；
　前記ベローズの収縮に基づいて、１用量の薬剤を前記ホッパーから計量する、
　方法。
【請求項２４】
　前記第１電力状態は、オフ状態またはスリープ状態であり、前記第２電力状態は、オン
状態である、
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　請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記第１電力状態は、第１電力消費と関係し、前記第２電力状態は、前記第１電力消費
と異なる第２電力消費と関係する、
　請求項２３に記載の方法。
【請求項２６】
　前記方法は、さらに、前記第２電力状態中に前記監視モジュール内でセンサを起動させ
る、
　請求項２３に記載の方法。
【請求項２７】
　前記方法は、さらに、前記マウスピースカバーに接続されたヨークを移動させて前記監
視モジュール内でセンサを起動させ、
　前記センサの起動は、前記監視モジュールを前記第１電力状態から前記第２電力状態に
変化させる、
　請求項２３に記載の方法。
【請求項２８】
　前記方法は、さらに、前記１用量の薬剤がマウスピースから吸入される際に前記吸入器
のハウジング内の圧力を検出する、
　請求項２３に記載の方法。
【請求項２９】
　前記方法は、さらに、前記吸入器のマウスピースの流路を通じた吸入中に、複数の圧力
測定値を発生させる、
　請求項２３に記載の方法。
【請求項３０】
　前記方法は、さらに、前記複数の圧力測定値の１または２以上から、前記吸入に関する
ピーク流量を測定する、
　請求項２９に記載の方法。
【請求項３１】
　前記方法は、さらに、前記複数の圧力測定値に基づいて、前記吸入に関する継続時間を
測定する、
 請求項２９に記載の方法。
【請求項３２】
　前記方法は、さらに、前記複数の圧力測定値に関する複数の流量を積分することによっ
て、前記吸入に関する体積を測定する、
　請求項２９に記載の方法。
【請求項３３】
　前記方法は、さらに、前記監視モジュールを介して投与情報を生成し、
　前記投与情報は、
　前記センサの起動に関する時間；
　前記１用量の薬剤の上首尾の投与に関する時間；
　圧力測定値；
　吸入流量；
　ピーク吸入流量；
　吸入持続時間；または、
　吸入体積;
 のうち少なくとも１つを備える、
　請求項２３に記載の方法。
【請求項３４】
　前記方法は、さらに、前記投与情報をユーザ装置に送信し、
　前記ユーザ装置は、スマートフォン、タブレット、ラップトップ、または、デスクトッ
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プコンピュータを備える、
　請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　前記方法は、さらに、前記マウスピースカバーが移動されて前記吸入器のマウスピース
を露出させるときにインジケータを照明する、
 請求項２３に記載の方法。
【請求項３６】
　前記インジケータは、前記１用量の薬剤がマウスピースの流路で利用可能であることを
示す、
　請求項３５に記載の方法。
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